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一
　
は
じ
め
に

従
来
の
漢
字
字
体
史
研
究
に
お
い
て
は
、
石
塚
晴
通
（
一
九
九
九
）
を
始
め
、
比
較
的
規
範
に
即
し
た
場
面
に
お
け
る
字
体
使
用
の
体
系

的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
、
中
国
及
び
日
本
に
お
け
る
規
範
字
体
の
変
遷
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
実
用
的
場
面
（
規

範
に
則
る
必
要
性
の
な
い
場
面
）
に
お
け
る
字
体
の
歴
史
や
体
系
性
に
つ
い
て
は
不
明
な
面
も
多
い
と
言
え
る
。
例
え
ば
昭
和
二
四
年
（
一

九
四
九
）
に
告
示
さ
れ
た
当
用
漢
字
字
体
表
で
は
、
従
来
略
字
体
と
さ
れ
て
い
た
字
体
が
新
字
体
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
字
体

の
来
歴
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
面
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
実
用
的
場
面
で
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
字
体
で
あ
る
略
字
体
（
規
範

的
な
字
体
に
対
し
て
簡
略
化
さ
れ
た
字
体
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
異
な
る
字
種
の
字
体
が
共
通
す
る
構
成
要
素
に
よ
っ
て
簡

略
化
さ
れ
る
現
象
に
着
目
す
る
。

当
用
漢
字
の
う
ち
新
字
体
と
し
て
採
用
さ
れ
た
「
尽
」
と
い
う
字
体
は
、「
盡
」
の
略
字
体
に
当
た
る
字
体
で
あ
り
、
旧
字
体
か
ら
特
に

大
き
く
形
の
変
わ
っ
た
字
体
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
「
尽
」
と
同
様
、
字
体
の
上
部
に
「
尺
」
と
い
う
形
を
持
つ
漢
字
と
し
て
「
昼
」
が
あ

る
が
、
こ
の
旧
字
体
は
「
晝
」
で
あ
り
、
上
部
の
「

」（
以
下
、「
聿
」
の
形
で
示
す
）
が
「
尺
」
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
晝
」

と
「
盡
」
は
上
部
の
字
体
構
成
素
「
聿
」
或
い
は
そ
れ
に
類
す
る
字
体
が
「
尺
」
の
形
に
組
織
的
に
変
化
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
「
晝
」
と
同
じ
く
冠
に
「
聿
」
の
形
を
持
っ
て
い
た
「
畫
」
は
、
当
用
漢
字
で
は
「
画
」
と
い
う
「
尺
」
の
形
を
取
ら
な
い
略
字
を
採

用
し
た
。「
書
」
は
略
字
を
採
用
せ
ず
、
現
在
も
「
聿
」
の
形
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
字
に
も
曽
て
「
尽
・
昼
」
と
同
様
「
尺
」
と
い

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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五
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五
号
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う
構
成
素
を
取
る
略
字
が
存
在
し
た
。

近
世
中
期
の
文
字
研
究
書
で
あ
る
新
井
白
石
『
同
文
通
考
』（
正
徳
頃
著
、
一
七
六
〇
年
刊
）
は
、「
晝
」
の
略
字
（
省
字
）
と
し
て
「
昼
」

の
字
体
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
註
釈
を
加
え
る一

。

昼
チ
ウ
ヒ
ル　

晝
也　

按
ニ
盡
ノ
字
俗
作
レ
尽
ニ
後
人
因
テ
訛
ニ
盡
ヲ
作
レ

ニ
書
ヲ
作
レ

ニ
畫
ヲ
作
レ
𡱮
ニ
並
ニ
非
ナ
リ

（
宝
暦
十
年
版　

巻
四
・
二
四
丁
裏
）

こ
の
解
釈
に
拠
れ
ば
「
尽
」
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
、
他
の
字
種
に
も
「
尺
」
を
利
用
し
た
略
記
法
が
転
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
定
着
し
た
字
体
か
は
説
明
が
な
い
。

本
稿
で
は
こ
の
「
尺
」
と
い
う
構
成
素
に
着
目
し
、
こ
の
よ
う
な
略
字
が
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
定
着
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
略
字
体
が
『
同
文
通
考
』
の
著
さ
れ
た
近
世
前
中
期
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
以
前
の
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
か
、
中
世
～
近
世
初
期
頃
の
書
例
を
中
心
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詳
か

に
し
た
い
。

　
　
　
　
二
　
略
字
「
尽
」
の
字
源
説

「
尽
」
と
い
う
字
体
に
つ
い
て
は
、
張
涌
泉
（
一
九
九
五
）
が
「
楷
化
」
の
例
と
し
て
「
尽
」
の
字
体
を
例
示
す
る
ほ
か
、
築
島
裕
（
一

九
八
八
）
は
「
行
書
ま
た
は
草
書
体
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
行
書
・
草
書
を
楷
書
の
形
に
し
た
も
の
」
の
例
の
中
に
「
尽
」

を
挙
げ
、
笹
原
宏
之
（
二
〇
〇
三
）
も
ま
た
「「
尽
」
は
「
盡
」
の
草
書
体
に
基
づ
く
字
体
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
お
り
、「
尽
」
は
草
書
を

一　

原
文
で
は
「
𡱮
」
の
字
体
の
「
田
」
の
部
分
を
「
囚
」
に
作
る
。
な
お
『
同
文
通
考
』
は
和
製
の
異
体
字
の
み
を
掲
げ
る
方
針
を
取
っ
て
い
る
が
、「
昼
」
は
後
述

の
よ
う
に
古
く
か
ら
中
国
側
に
存
し
た
字
体
で
あ
る
。

漢
字
字
体
の
組
織
的
な
略
体
化

─
略
字
「
尽
」
の
構
成
素
「
尺
」
の
場
合
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起
源
と
す
る
略
字
体
の
典
型
例
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

草
書
は
前
漢
頃
、
隷
書
の
捷
書
き
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
漢
代
木
簡
や
竹
簡
（
漢
簡
）
は
書
体
史
上
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
隷

書
か
ら
草
書
へ
の
流
れ
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
漢
代
木
簡
の
書
例
を
見
て
み
る
と
、
既
に
次
の
よ
う
な
崩
し

の
形
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 　
　
　

 　
　
　

 　
　
　

 

　
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
、
未
だ
「
聿
」
の
形
を
強
く
残
し
て
お
り
、「
尺
」
の
よ
う
な
形
は
見
え
な
い
。
魏
晋
南
北
朝
～
隋
唐
期
の
書
家

の
手
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
草
書
の
書
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
形
が
見
ら
れ
る
。

字
形
は
書
記
者
の
書
風
に
よ
り
多
様
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
第
一
画
に
平
仮
名
の
「
つ
」
の
よ
う
な
形
を
書
き
、
続
い
て
縦
画
を

貫
か
せ
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
聿
」
の
運
筆
の
名
残
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
縦
画
が
文
字
の
中
央
で
な
く
左
側
に

寄
っ
て
い
る
、
或
い
は
左
下
に
向
っ
て
斜
め
に
書
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
部
分
が
「
尺
」
の
よ
う
な
形
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
上
記
の
孫
過
庭
や
賀
知
章
の
書
例
か
ら
は
、「
尽
」
と
い
う
字
体
が
導
き
や
す
い
。

し
か
し
「
書
」
の
草
書
体
は
他
の
字
種
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
は
漢
代
木
簡
に
お
い
て
既
に
見
ら
れ
る
略
記

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
五
号

図
一　

居
延
漢
簡
に
お
け
る「
盡
」の
書
例（
佐
野
光
一
編『
木
簡
字
典
』よ
り
抜
粋
）

図
二　

中
国
書
家
に
よ
る
草
書
例（
北
川
博
邦
編『
章
草
大
字
典
』、赤
井
清
美
編『
行
草
大
字
典
』よ
り
抜
粋
）

王
羲
之

智
永

孫
過
庭

賀
知
章
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法
で
あ
る
。

「
書
」
に
限
っ
て
は
、
草
書
体
か
ら
「

」
と
い
う
形
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。「

」
の
字
体
に
関
し
て
は
、
他
字
種
か
ら
の
類
推
に

よ
っ
て
「
聿
」
を
「
尺
」
に
置
き
換
え
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
三
　
字
体
の
分
類

三
．
一
　
規
範
字
体
の
変
遷

「
尽
」
に
繫
が
り
う
る
草
書
の
字
体
が
中
国
に
お
い
て
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
中
国
・
日
本
に
お
け
る
規
範

字
体
を
確
認
す
る
た
め
、「
漢
字
字
体
規
範
史
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」（
旧
「
漢
字
字
体
規
範
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、
以
下
Ｈ
Ｎ
Ｇ
）
に
よ
っ
て
各

字
種
の
使
用
字
体
を
調
査
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
。

ま
ず
「
盡
」
に
つ
い
て
は
、
隋
唐
期
の
写
本
及
び
開
成
石
経
の
字
体
は
康
煕
字
典
体
「
盡
」
と
一
致
す
る
が
、
南
北
朝
期
の
写
経
で
は
連

火
を
書
か
な
い
「
𥁞
」
で
あ
り
、
小
異
が
あ
る
。
日
本
の
写
本
で
も
両
字
体
が
混
在
し
て
い
る
。

図
三　
「
書
」の
草
書
例

皇
象

王
羲
之

欧
陽
詢

智
永
（『
章
草
大
字
典
』『
行
草
大
字
典
』
よ
り
）

（『
木
簡
字
典
』
よ
り
）

漢
字
字
体
の
組
織
的
な
略
体
化

─
略
字
「
尽
」
の
構
成
素
「
尺
」
の
場
合

─
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「
畫
」
は
、
中
国
写
本
・
刊
本
で
は
「
畫
」
の
他
に
「
𦘕
」
の
よ
う
に
作
る
字
体
（
干
祿
字
書
の
「
通
」
に
一
致
す
る
）
が
混
在
す
る
が
、

開
成
石
経
で
は
今
日
の
康
煕
字
典
体
と
同
じ
く
「
畫
」
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
「
晝
」「
書
」
字
種
に
つ
い
て
は
専
ら
「
晝
」「
書
」
の
字
体
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
構
成
要
素
に
「
尺
」
を
取
る
形
は
中
国
・
日
本
と
も
に
規
範
字
体
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
現
行
の
常
用
漢
字
で

あ
る
「
画
」
と
い
う
字
体
も
規
範
字
体
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
本
稿
で
は
康
煕
字
典
体
と
同
じ
く
「
聿
」
の
よ
う
な
形
を

取
る
も
の
を
規
範
字
体
（
非
略
字
体
）
と
見
な
し
、「
尺
」
の
形
を
取
る
も
の
や
「
画
」
と
い
う
字
体
は
略
字
体
と
認
め
る
こ
と
に
す
る
。

三
．
二
　
字
体
の
分
類

本
稿
で
は
規
範
字
体
に
近
い
形
を
Ａ
類
、「
尺
」
を
取
る
形
を
Ｂ
類
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
に
す
る
。「
盡
」
の
中
国
・
日
本
で
の
規
範
字

体
は
「
盡
・
𥁞
」
で
揺
れ
が
あ
る
が
、
字
体
構
成
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
「
尽
」
に
対
す
る
非
略
字
体
（
Ａ

類
）
と
し
て
同
類
に
扱
う
。
ま
た
「
畫
」
の
規
範
字
体
も
「
畫
・
𦘕
」
で
揺
れ
が
あ
る
が
、
本
稿
は
上
部
の
構
成
要
素
が
「
聿
」
か
「
尺
」

か
と
い
う
点
に
着
目
す
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
差
異
は
問
題
と
し
な
い
。

ま
た
、
筆
画
の
崩
し
が
見
ら
れ
る
形
で
あ
っ
て
も
、「
聿
」
の
形
を
残
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
Ａ
類
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
あ

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
五
号

図
四　
「
盡
」「
畫
」の
例

（
Ｐ
２
４
１
３　

大
樓
炭
経
）

（
Ｓ
８
１　

大
般
涅
槃
経
）

（
開
成
石
経
論
語
）

（
今
西
本
妙
法
蓮
華
経
）
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ま
り
に
崩
し
の
度
合
い
が
大
き
く
、
Ａ
・
Ｂ
類
と
も
判
断
が
付
か
な
い
場
合
は
、
別
に
Ｃ
類
と
し
て
分
類
す
る
。

〈
字
体
例
〉

Ａ
類
（
非
略
字
体
）
：　
　
（
盡
）　　
　
（
畫
）

Ｂ
類
（
略
字
体
）　

：　
　
（
盡
）　　
　
（
畫
）

Ｃ
類
（
略
字
体
）　

：　
　
（
盡
）　　
　
（
書
）

な
お
実
際
の
書
例
で
は
、
字
種
の
区
別
が
難
し
い
例
も
散
見
さ
れ
る
が
、
集
計
に
当
た
っ
て
は
振
仮
名
や
文
脈
に
よ
っ
て
字
種
を
区
別
す

る
。

　
　
　
　
四
　
調
査
結
果

四
．
一 

『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』

ま
ず
は
中
国
側
の
白
話
刊
本
に
お
け
る
異
体
字
を
概
観
で
き
る
資
料
と
し
て
、『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』（
中
華
民
国
中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
・
一
九
三
〇
年
）
の
記
述
を
見
て
み
る
。
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
書
例
を
見
て
み
る
と
、
Ｂ
類
の
「
尽
」「
𡱮
」
は
宋
代
（
実
際

に
は
元
代
の
模
刻
と
い
う
）『
古
列
女
伝
』
か
ら
既
に
見
ら
れ
、「
昼
」
も
ま
た
元
代
の
『
京
本
通
俗
小
説
』（
但
し
元
代
の
も
の
か
否
か
存

疑
）、『
古
今
雑
劇
三
十
種
』
以
来
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
既
に
、「
尺
」
は
「
聿
」
の
略
記
法
と
し
て
確
立
さ
れ
、
組
織
的
な
略

体
化
が
確
立
し
て
い
た
と
言
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
現
行
の
常
用
漢
字
新
字
体
と
一
致
す
る
「
画
」
は
出
現
が
比
較
的
新
し
く
、
一
三
五
一
年
刊
『
太
平
楽
府
』
以
降
の
資
料

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
使
用
字
体
が
「
画
」
に
統
一
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
Ｂ
類
の
形
と
も
並
び
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。漢

字
字
体
の
組
織
的
な
略
体
化

─
略
字
「
尽
」
の
構
成
素
「
尺
」
の
場
合

─
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ま
た
「
書
」
に
は
Ｂ
類
字
体
の
例
は
な
く
、「

」
と
い
う
形
の
使
用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
節
で
も
確
認
し
た
「
書
」
の
草
書

体
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
で
は
、「
書
」
の
冠
を
「
尺
」（
Ｂ
類
）
に
作
る
の
で
は
な
く
、
崩
し
字
の
形
を
略
字
と
し
て
使
用
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
行
の
簡
化
字
「
书
」
が
こ
の
字
体
を
起
源
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
中
国
で
の
「
書
」
の
略
記
法
は
Ｂ
類
字
体

で
な
く
草
書
体
の
形
が
主
流
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

四
．
二
　
中
国
漢
字
字
書
・
字
様
書
の
掲
出
字
体

続
い
て
中
国
字
書
・
字
様
書
に
お
け
る
各
字
体
の
掲
出
状
況
を
表
１
に
示
す
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
非
略
字
体
の
Ａ
類
は
ほ
ぼ
全
て
の
字
書
に
お
い
て
掲
出
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
類
（
尺
）
の
形
を
掲
出
す
る
字

書
は
少
な
い
。『
四
声
篇
海
』
は
四
字
種
全
て
に
つ
い
て
Ｂ
類
の
形
を
掲
出
す
る
が二

、『
字
彙
』『
正
字
通
』
に
掲
出
さ
れ
る
の
は
「
尽
」
の

み
で
あ
っ
た
（
康
煕
字
典
は
正
字
通
の
引
用
）。『
四
声
篇
海
』
及
び
『
字
彙
』『
正
字
通
』
に
お
け
る
「
尽
」
の
字
体
註
記
は
〈
俗
〉
で
あ

る
。
ま
た
『
字
彙
』
の
「
尽
」
字
に
「
宋
楊
誠
齋
主
文
衡
同
寮
所
取
魁
巻
有
盡
字
書
作
尽
」
と
い
う
註
記
が
あ
る
。
楊
誠
斎
（
楊
万
里
）
は

南
宋
の
人
物
で
あ
る
か
ら
（
一
一
二
七
年
生
・
一
二
〇
六
年
歿
）、
こ
れ
に
従
え
ば
「
尽
」
が
当
時
か
ら
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
字
体
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

一
方
「
画
」
字
体
が
掲
出
さ
れ
る
の
は
『
字
彙
』
以
降
の
こ
と
で
あ
り
（
厳
密
に
は
中
央
の
縦
画
が
上
に
突
き
抜
け
な
い
「
画
」）、
そ
れ

よ
り
古
い
字
書
に
は
こ
の
形
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
略
体
で
あ
る
Ｂ
類
字
体
は
、『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』
に
拠
れ
ば
「
尽
」
の
他
に
も
「
昼
」「
𡱮
」
の
使
用
例
が
存
在
し
た
は

ず
で
あ
る
が
、
字
書
の
類
に
は
掲
出
さ
れ
難
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

二　
『
四
声
篇
海
』
成
化
版
（
一
四
六
七
年
）
で
は
「
書
」
の
Ｂ
類
（
尺
）
は
「
音
書
」
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、異
体
関
係
に
あ
る
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、万
暦
版
（
一

五
八
九
年
）
で
は
「
書
同
」
と
の
註
記
が
附
さ
れ
て
い
る
。

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
五
号
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四
．
三
　
日
本
漢
字
字
書
の
掲
出
字
体

一
方
、
日
本
の
主
な
漢
字
字
書
（
単
漢

字
と
そ
の
音
訓
を
中
心
に
掲
げ
る
も
の
）

に
お
け
る
字
体
の
掲
出
状
況
は
、
表
２
の

通
り
で
あ
る
。

こ
ち
ら
も
見
出
し
字
に
掲
出
さ
れ
る
の

は
Ａ
類
の
形
で
あ
り
、
Ｂ
類
及
び
「
画
」

の
掲
出
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
中
国

字
書
と
似
通
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

や
は
り
略
体
で
あ
る
Ｂ
類
字
体
及
び「
画
」

の
字
体
は
、
漢
字
字
書
に
は
掲
出
さ
れ
難

い
字
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
上
記
以
外
の
写
本
で
は
『
和
玉

篇
』
米
沢
文
庫
本
（
近
世
初
期
写
）
に

「
画
」
に
似
た
字
体
が
示
さ
れ
て
い
る

（
図
五
）。
こ
の
字
体
に
は
「
ク
ワ
イ
」
と

い
う
字
音
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
註
記
に

は
「
ツ
ク
ス　

盡
同
」
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
無
論
中
国
の
字
書
に
も
こ
の
よ
う
な

記
述
は
な
く
、
何
を
典
拠
と
し
た
記
述
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
畫

774
997
776
543
1013
1039
1208
1467
1615
1670
1716

表1　中国字書

表2　日本字書

9
1114
900
1124

1547

1605

漢
字
字
体
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組
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略
体
化
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同
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
書
記
者
が
「
盡
」
と
混
同
し
た
た
め
に
生
じ
た
記
述
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
書
記

者
は
「
画
」
を
「
畫
」
の
異
体
と
認
知
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
書
写
当
時
の
近
世
初
期
の
段
階
で
こ
の
字
体
が

広
く
普
及
し
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。　
　
　
　
　

四
．
四
　
言
語
辞
書
に
お
け
る
使
用
字
体

種
々
の
語
を
掲
出
す
る
言
語
辞
書
類
に
お
け
る
字
体
の
使
用
状
況
は
、
表
３
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
か
ら
『
筑
波
大
本
下
学
集
』『
文
明
十
一
年
本
下
学
集
』
ま
で
は
見
出
し
語
の
表
記
に
Ｂ
類
の
使
用
は
見
ら
れ
ず
、

一
四
九
六
年
頃
の
『
明
応
五
年
本
節
用
集
』
が
Ｂ
類
の
出
現
す
る
早
い
例
と
な
る
。
殊
に
Ｂ
類
の
使
用
率
が
高
い
の
は
「
盡
」「
畫
」
の
二

字
種
で
あ
っ
て
、
今
回
の
調
査
範
囲
で
は
「
晝
」
Ｂ
類
は
『
運
歩
色
葉
集
』
の
写
本
に
限
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
書
」
は
、
見
出
し
で
の
掲
出
数
が
多
い
に
も
拘
ら
ず
、
Ｂ
類
を
含
む
略
字
体
の
使
用
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
但
し
、
見
出
し
語

で
な
く
註
記
部
分
で
は
、『
正
宗
文
庫
本
節
用
集
』
に
二
例
「

」
の
例
が
あ
る
）。
ま
た
「
畫
」
の
略
体
「
画
」
は
、
今
回
の
調
査
範
囲
で

は
全
く
例
が
な
い
。

『
易
林
本
節
用
集
』
に
お
い
て
は
Ａ
類
の
字
体
に
統
一
さ
れ
、
略
体
で
あ
る
Ｂ
類
の
形
が
見
ら
れ
な
い
。
易
林
本
が
略
字
体
を
採
用
し
な

い
と
い
う
の
は
、
他
の
字
種
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
傾
向
で
あ
り
（
菊
地
恵
太 

二
〇
一
六
、
二
〇
一
八
）、
編
纂
方
針
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

四
．
五
　
上
代
木
簡
資
料
に
お
け
る
使
用
字
体

続
い
て
辞
書
以
外
の
書
例
と
し
て
、
ま
ず
は
上
代
の
出
土
木
簡
に
お
け
る
字
体
を
調
査
す
る
。

例
え
ば
『
日
本
古
代
木
簡
字
典
』（
改
訂
新
版
）
に
掲
出
さ
れ
る
書
例
は
、「
盡
」
一
例
・「
畫
」
二
例
・「
晝
」
〇
例
・「
書
」
六
例
に
留

ま
る
が
、
全
て
Ａ
類
に
該
当
す
る
形
で
あ
っ
た
。

ま
た
奈
良
文
化
財
研
究
所
「
木
簡
庫
」
で
の
検
索
に
拠
れ
ば
、「
盡
」
五
件
・「
畫
」
二
二
件
・「
晝
」
二
件
・「
書
」
一
五
九
件
の
画
像
を

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
五
号

図
五
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得
る
こ
と
が
で
き
た
。
画
像
が
不
鮮
明
な
も
の
や
欠
損
部
分
が
大
き
い
も
の
も

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
例
だ
け
を
見
て
も
、
少
な
く
と
も
「
尺
」
の
形
を

取
る
Ｂ
類
字
体
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
画
」
字
体
も
同
様
に
全
く
見
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。

四
．
六
　
辞
書
以
外
の
典
籍
に
お
け
る
使
用
状
況

そ
の
他
の
古
典
籍
に
お
け
る
各
字
体
の
出
現
状
況
は
、
表
４
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。

年
代
を
追
っ
て
結
果
を
見
て
み
る
と
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
か
ら
『
延
慶

本
平
家
物
語
』
ま
で
の
資
料
で
Ｂ
類
の
使
用
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。『
延
慶
本

平
家
物
語
』
は
全
体
的
に
柔
ら
か
い
書
体
で
書
か
れ
て
お
り
、「
盡
」
に
つ
い

て
は
Ｃ
類
に
当
た
る
形
「

」
が
出
現
し
て
い
た
が
、
明
確
に
Ｂ
類
と
見
な
せ

る
書
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

今
回
の
調
査
範
囲
で
Ｂ
類
の
出
現
す
る
早
い
例
は
、
室
町
中
期
・
十
五
世
紀

頃
の
書
写
と
も
目
さ
れ
る
『
神
田
本
太
平
記
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は

字
画
を
崩
し
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
尽
」
は
字
画
の
明
瞭
な
楷
書

の
形
で
現
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
文
献
に
お
い
て
も
Ｂ
類
の
形
が
相
次
い
で
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
Ｂ
類
が
普
及
し
始
め
る
の
は
室

町
中
期
頃
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
玄
玖
本
太
平
記
』『
屋
代
本
平
家
物
語
』『
藤
井
本
沙
石
集
』『
義
輝
本
太
平
記
』
に
お
け
る
Ｂ

類
の
書
例
は
全
て
「
盡
」
字
種
の
例
で
あ
り
、
Ｂ
類
の
字
体
が
多
く
の
字
種
に
拡
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

全
て
の
字
種
に
つ
い
て
広
汎
に
Ｂ
類
の
使
用
が
見
ら
れ
る
の
は
、
室
町
末
期
の
抄
物
で
あ
る
。
特
に
『
論
語
秘
抄
』
は
四
字
種
合
計
一
〇

表3　言語辞書

4 3 3 12
9 8 1 27

4 5
11 1479 4 7
5 1496 1 1 12 1 3

4 3 2 15 1
1 1 4 1 1

16 30 3 2 27
2 1571 1 5 2 27 3 11 6

5 10 5 58 1 11
1 1 4 2
3 3 15 1

17 1589 3 1 1 23 2 3 4
18 1590 3 3 7 1 1

1597 5 1 2 22

漢
字
字
体
の
組
織
的
な
略
体
化

─
略
字
「
尽
」
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構
成
素
「
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八
例
中
八
一
例
、『
詩
学
大
成
抄
』
で
は
合
計
二
六
例
中

十
八
例
と
、
Ｂ
類
の
使
用
率
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
慶
長
期

の
『
小
城
本
平
家
物
語
』
で
は
全
て
の
書
例
が
Ｂ
類
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
略
記
法
の
広
ま
り
を
窺
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
一
方
『
玉
塵
抄
』
で
は
「
書
」
の
略
体
と
し
て

Ｂ
類
で
は
な
く
Ｃ
類
の
使
用
が
顕
著
で
あ
り
（「
書
」
四

四
例
中
三
八
例
）、
こ
の
点
は
筆
写
者
の
個
人
差
に
よ
る

と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

前
節
の
古
辞
書
で
の
状
況
も
踏
ま
え
る
と
、「
尺
」
と

い
う
構
成
要
素
を
取
る
Ｂ
類
字
体
は
、
日
本
に
お
い
て
は

当
初
「
盡
」
乃
至
「
畫
」
の
字
種
か
ら
使
用
が
始
ま
り
、

後
れ
て
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
他
の
字
種

「
晝
」「
書
」
に
も
そ
の
略
記
法
が
定
着
し
た
と
見
な
し
て

良
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
「
畫
」
の
略
字
「
画
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

で
も
ほ
と
ん
ど
書
例
が
な
く
、
一
六
三
三
年
刊
『
中
華
若

木
詩
抄
』
の
書
例
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、

「
画
」
と
い
う
字
体
は
近
世
初
期
以
前
の
日
本
で
は
受
容

さ
れ
て
い
な
い
字
体
で
あ
り
、「
畫
」
の
略
字
と
し
て
の

役
割
は
Ｂ
類
字
体
が
担
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
五
号

9 6 1 1
904 5 3 4
1133 8 1 1 25
1236 2 4

2,5,7 17 1 8 75
11-14 13 4 1 5

2,7 4
1371-72 4 1 1 8

1 -2 1420 5 2 7 52 16
1,2,7,8 2 2 1 2

1505 8 1 7
1,2 1554 6 8
1-3 1 5 32 5

1,2,8 2 4
1,3,4 1 4 16 15

4 6 8 2 2 4
1-3 - 1 5 16 16 5 10 50

1,2 1597 1 5 3 8 1 38
1-4 6 1 3 16

1606 4 1 4 1
1-5 1614 3 5

1633 15 45 3 71 17 43 6
19 1642 1 6 18 2 3

表4　辞書以外の典籍
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五
　
略
字
「
尽
」
の
構
成
要
素
「
尺
」
の
普
及
の
様
相

以
上
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、「
尽
」
等
の
「
尺
」
を
利
用
し
た
略
記
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
段
階
的
な
展
開
を
描
く
こ
と

が
で
き
よ
う
。

①
「
盡
」
の
略
字
体
「
尽
」
は
、
中
国
に
お
い
て
南
宋
期
（
十
二
世
紀
頃
）
に
は
既
に
存
在
し
て
お
り
、
類
似
の
字
種
に
「
尺
」
と
い
う
構

成
要
素
を
利
用
し
た
略
記
法
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
存
在
し
た
。

②
日
本
で
は
、
室
町
時
代
中
期
（
十
五
世
紀
）
頃
よ
り
「
盡
」
ま
た
は
「
畫
」
の
字
種
に
お
い
て
「
尺
」
を
利
用
す
る
略
記
法
が
使
用
さ
れ

始
め
た
。

③
室
町
時
代
末
期
～
江
戸
時
代
初
期
（
十
六
世
紀
～
十
七
世
紀
初
）
に
お
い
て
は
、「
盡
」
と
類
似
の
構
成
素
を
持
っ
た
「
晝
」「
書
」
の
字

種
に
も
「
尺
」
を
利
用
す
る
略
記
法
が
拡
大
し
た
。
一
方
で
「
畫
」
に
つ
い
て
は
十
七
世
紀
以
降
、
別
の
略
字
体
「
画
」（
十
四
世
紀
に

は
中
国
に
存
し
た
）
の
使
用
が
始
ま
り
、
そ
の
後
普
及
し
た
と
予
想
さ
れ
る
。

「
尽
」
が
草
書
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
説
は
第
二
節
で
も
触
れ
た
が
、「
盡
」
の
草
書
体
と
「
尽
」
と
い
う
字
画
構
成
に
は
大
き
な
差
異
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
と
日
本
で
偶
然
に
「
尽
」
と
い
う
字
体
が
考
案
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
既
に
中
国
側
で
存
在
し
て
い
た
「
尽
」
の
字

体
、
及
び
「
尺
」
を
利
用
し
た
略
記
法
を
日
本
人
が
受
容
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
中
国
と
日
本
で
の
「
尽
」
の
出
現
時
期
、

及
び
「
画
」
の
出
現
時
期
に
も
二
～
三
百
年
程
度
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
側
で
発
生
し
た
字
体
を
直
ち
に
受
容
す
る
わ
け
で
な

く
、
一
定
の
時
間
差
が
あ
る
と
い
う
点
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
略
記
法
を
中
国
側
か
ら
模
倣
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
初
か
ら
「
盡
・
畫
・
晝
・
書
」
全
て
の
字
種
に
「
尺
」
を
利
用

す
る
略
字
体
が
普
及
し
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
出
現
状
況
を
示
し
て
い
な
い
。
当
初
は
「
盡
」「
畫
」
の
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略
字
体
が
主
で
あ
っ
て
、「
晝
」「
書
」
の
略
字
体
は
後
れ
て
普
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
当
初
「
盡
」「
畫
」
に
個
別
的
に
対
応
す
る
異
体
字
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
尽
」「
𡱮
」
が
、
漢
字
使
用
者
の
間
で

字
体
構
成
の
構
造
的
な
理
解
、
則
ち
「
聿
」
の
部
分
が
「
尺
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
分
析
的
な
認
識
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

他
の
類
似
し
た
字
種
に
略
体
化
規
則
を
転
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
の
一
部
の
字
種
か
ら
後
れ
て
広
汎
な
字
種
に
組
織
的
な
略
体
化
が
及
ぼ
さ
れ
る
現
象
は
、
他
の
字
種
の
略
字
体
に
も

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
釋
」
の
略
字
「
釈
」
は
院
政
期
頃
か
ら
使
用
が
見
ら
れ
る
が
、「
釈
」
の
旁
「
尺
」
が
「
睪
」
の
略

で
あ
る
と
す
る
分
析
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
室
町
中
期
頃
に
至
っ
て
「
澤
（>

沢
）」「
擇
（>

択
）」
と
い
っ
た
他
の
字
種
ま
で
同
様
の

略
体
化
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
菊
地 

二
〇
一
六
）。
他
に
も
「
摂
（<

攝
）」「
渋
（<

澁
）」
の
よ
う
な
、

符
号
「

」
を
利
用
し
た
略
記
法
も
、
当
初
（
室
町
中
期
頃
）
は
一
部
の
限
定
的
な
字
種
か
ら
行
わ
れ
、
室
町
末
期
以
降
に
は
広
汎
な
字

種
へ
拡
張
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
菊
地 

二
〇
一
八
）。
菊
地
（
二
〇
一
八
）
で
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
略
字
体
の
発

生
・
普
及
課
程
に
お
け
る
「
分
析
的
傾
向
」
と
見
な
し
た
。

但
し
、「
釈
」
や
「
摂
」
が
日
本
独
自
に
発
生
し
た
略
記
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
今
回
の
「
尽
」
等
の
場
合
は
中
国
の
既
存
の
略
字
体

を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
の
調
査
結
果
は
、
日
本
で
独
自
に
略
字
体
を
生
成
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
中
国
側
の
略
字
体
を
模

倣
・
受
容
す
る
過
程
に
お
い
て
も
、
日
本
人
（
日
本
に
お
け
る
文
字
使
用
者
）
の
字
体
構
造
に
対
す
る
認
識
の
発
達
が
大
い
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
字
体
認
識
の
発
達
が
見
ら
れ
る
時
期
と
し
て
偶
然
か
否
か
、
室
町
時
代
末
期

と
い
う
時
期
が
指
摘
さ
れ
る
の
も
、
注
目
す
べ
き
興
味
深
い
現
象
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
六
　
お
わ
り
に

以
上
、
概
略
的
な
調
査
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
尽
」
等
の
略
記
法
の
拡
大
過
程
、
及
び
そ
の
過
程
に
見
ら
れ
る
分
析
的
傾
向
に
つ
い

て
指
摘
し
た
。
日
本
に
お
い
て
中
国
側
の
異
体
字
が
ど
の
よ
う
な
認
識
の
下
で
受
容
さ
れ
、
普
及
し
て
い
く
の
か
を
解
明
す
る
上
で
、
一
つ
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の
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
が
他
の
中
国
製
異
体
字
に
つ
い
て
も
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
事
例
を
収
集
し

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
近
世
以
降
「
畫
」
の
略
字
体
「
画
」
が
新
た
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
の
「
𡱮
」
の
使
用
状
況
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

現
れ
る
か
と
い
う
点
も
、
中
国
側
の
異
体
字
の
受
容
過
程
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
調
査
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
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